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本日のアジェンダ

• １．RefWorksの文献管理

– １‐１．文献管理の必要性

– １‐２．パーソナル文献データベースをWeb Site上に

• ２．RefWorksの利用

– ２‐１．RefWorksの利用動向

– ２‐２．RefWorksの共有機能

– ２‐３．機関としてRefWorksを使う

• ３．RefWorksの機能

– ３‐１．多言語対応（引用スタイル）多言語対 （引用 タイ ）

– ３‐２．APIを公開

– ３‐３．充実したカスタマーサポート

– ３‐４．RefWorksを学習・教育・研究の中心に
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１．RefWorksの文献管理
１ １ 文献管理の必要性１‐１． 文献管理の必要性

外山滋比古 思考 整理学 筑摩書房外山滋比古．思考の整理学．筑摩書房．1986．
［※東京大学・早稲田大学・慶應義塾大学・大阪大学の各生協で最も読まれた本
（2010年2月大学生協調べ http://www.univcoop.or.jp/campus/book/best10_02.html ）］

学生が情報整理に苦労していることが，読まれ続けている
理由のひとつ理由のひとつ

学生には，機関全体・組織単位でのサポートが不可欠
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学生には，機関全体 組織単位でのサポ トが不可欠



１．RefWorksの文献管理
１ １ 文献管理の必要性１‐１． 文献管理の必要性

インタ ネット 学習 研究の習慣を学生インターネット
全盛の時代

学習・研究の習慣を学生
時代に身につける必要性

膨大な検索対象
（⇒ 情報を保存する必要性）（⇒ 情報を保存する必要性）

同じ検索の繰返しを避けたい
情報を選別し管理する
能力が不可欠

同じ検索結果は常に得られない

RefWorks : インターネット時代のノート ／カード
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RefWorks : インターネット時代のノート ／カード



１．RefWorksの文献管理
１ １ 文献管理の必要性１‐１．文献管理の必要性

レポート・論文を作成する際には引用・参考文献リストの活用レポ ト 論文を作成する際には引用 参考文献リストの活用

⇒ “コピペ”の時代

⇒ 正しく引用することが重要しく引用する 重要

⇒ RefWorksを活用することがアカデミックライティングの訓練に

⇒ 感想文からレポート，そして学術論文へ

RefWorksは，学生から研究者までの論文作成を支援する

⇒ 機関全体での学習・教育・研究支援にRefWorksは有効
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⇒ 機関全体での学習 教育 研究支援にRefWorksは有効



１．RefWorksの文献管理
１ ２ パーソナル文献データベースをWeb Site上に１‐２．パーソナル文献データベースをWeb Site上に

PersonalPersonal LibraryLibraryyy

OPAC ／ D b ／ E J l ／ E B k ／ W b SiOPAC ／ Database／ E‐Journal ／ E‐Book ／ Web Site…

RefWorksサーバに保管
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学習・教育・研究に活用



１．RefWorksの文献管理
１ ２ パ ソナル文献デ タベ スをWeb Site上に１‐２．パーソナル文献データベースをWeb Site上に

Direct Export機能により，容易にRefWorksへの
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データダウンロードが可能



１．RefWorksの文献管理
１ ２ パーソナル文献データベースをWeb Site上に１‐２．パーソナル文献データベースをWeb Site上に
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２．RefWorksの利用
２ １ RefWorksの利用動向２‐１．RefWorksの利用動向
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私立総合大学（全ユーザ数） 私立総合大学（全文献数）



２．RefWorksの利用
２ ２ RefWorksの共有機能２‐２． RefWorksの共有機能
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２．RefWorksの利用
２ ２ RefWorksの共有機能２-２．RefWorksの共有機能

RefWorksの共有機能を活用すれば，RefWorks契約機関
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の共有機能を活用すれば， 契約機関
でない方にもパーソナルデータベースを公開可能



２．RefWorksの利用
２ ３ 機関としてRefWorksを使う（国内大学の例）２‐３．機関としてRefWorksを使う（国内大学の例）

RefWorksの共有機能

• 共同研究で活用（診療ガイドライン作成，科研費研究…）
• カスタマイズ可能なユーザフィールドを活用
• 文献レビューの際 RefWorksから出力したリストを活用

R fW k とDS を連携

文献レビュ の際，RefWorksから出力したリストを活用

RefWorksとDSpaceを連携

• RefWorksとDSpace双方での業績管理が可能に
• 教員が業績情報を自ら公開可能

リンクリゾルバ

• 教員が業績情報を自ら公開可能

インポート
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インポ ト



２．RefWorksの利用
２ ３ 機関としてRefWorksを使う（ゼミの例）２‐３．機関としてRefWorksを使う（ゼミの例）

例）総合政策学部のPQさんは，「図書館情報学」について資料を検索し
卒業論文を執筆しようと考えていた

オンライン上で参考

卒業論文を執筆しようと考えていた

必読文献
『○○』がない

のでは？

オンライン上で参考
文献リストの推敲

『△△』という
資料の

内容は◇◇

日本語文献
だけでなく

参考文献リストの
ブラッシュアップが

可能

雑誌にも目を
向けてみよう

資料が集ま た ダは 共有設定し公開可能

だけでなく
英語文献は？

可能

資料が集まったRefWorksフォルダは，共有設定し公開可能
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２．RefWorksの利用
２ ３ 機関としてRefWorksを使う（韓国の例）

文献の
リクエスト

２‐３．機関としてRefWorksを使う（韓国の例）

共有機能

図書館員・教員・学生が，
RefWorksを活用して
文献情報のやりとりにて回答 文献情報のやりとり

（学習・教育・研究の支援）
図書館員 教員

参考資料の
エクスポート

機関利用可能な
RefWorksだからこそ

共有フォルダ
へのアクセス

実現できる
図書館サービス
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学生



２． RefWorksの利用
２ ２ 機関としてRefWorksを使う

RefWorksは卒業生プログラムを2009年からリリース

２‐２．機関としてRefWorksを使う

学部生学部生
大学院生

＋＋ 卒業生

教職員

＜RefWorks導入前＞
ユーザは卒業直前に文献データをダウンロードし個人管理

＜RefWorks導入後＞
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＜RefWorks導入後＞
契約機関の卒業生は，卒業後もRefWorksを使用可能



３． RefWorksの機能
３ １ 多言語対応（引用スタイル）３‐１．多言語対応（引用スタイル）

日本語文献・英語文献は本語文献 英語文献
区別されている

国内雑誌の投稿規定ではしばしば，引用する資料の言語別に異なる
引用スタイルが求められる
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（『図書館界』 http://www.nal-lib.jp/kai/kitei.html）



３． RefWorksの機能
３ １ 多言語対応（引用スタイル）３‐１．多言語対応（引用スタイル）
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３． RefWorksの機能
３ １ 多言語対応（引用スタイル）３‐１．多言語対応（引用スタイル）

R fW k は言語別の引用スタイルにも対応
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RefWorksは言語別の引用スタイルにも対応



３． RefWorksの機能
３ ２ APIを公開

RefWorksはAPIを公開

３‐２．APIを公開

RefWorksはAPIを公開
⇒ 別アプリケーションからRefWorksのデータを取得可能

Open University（UK）では，RefWorksのAPIをMoodleで利用
⇒ Moodle上に文献情報を持つ必要がない
⇒ 学科別や専攻コース別の文献情報が容易に作成可能
（フルテキストへのLinkも）（フルテキストへのLinkも）

Moodle 文献情報
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３． RefWorksの機能
３ ３ 充実したカスタマーサポート３‐３．充実したカスタマーサポート

図書館 代理店と協同し 講習会を多数実施図書館・代理店と協同して講習会を多数実施
（※オンサイト／オンライン）

図書館からのご要望を反映して出力スタイルを作成

利用者からの質問・疑問へ随時回答利用者からの質問 疑問へ随時回答
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３．RefWorksの機能
３ ４ RefWorksを学習・教育・研究の中心に３‐４．RefWorksを学習・教育・研究の中心に

ログイン WriteWrite‐‐NN‐‐CiteCite

データベースデータベース

セキュリティ管理

献 覧献 覧
論文執筆

デ タベ スデ タベ ス

引用文献の保存

レファレンスレファレンス

引用文献一覧の引用文献一覧の
自動作成自動作成

文献目録の共有文献目録の共有電子ファイル電子ファイル
ファイル添付 共有/公開

レファレンスレファレンス
データベースデータベース

情 文献目録の共有文献目録の共有電子ファイル電子ファイル 情報の整理

フォルダ管理フォルダ管理
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Thank you!!Thank you!! 
ENJOY RefWorksENJOY RefWorks

川畑 篤之 (Atsuyuki Kawabata)

プロクエスト日本支社プロクエスト日本支社
エリア・セールス・エグゼクティブ RefWorks‐COS担当

Email: atsuyuki.kawabata@japan.proquest.com
Tel: 045‐342‐4780


